
給
な
ど
を
契
機
に
飛
躍
を
遂
げ
る
。

　
店
舗
は
福
博
電
気
軌
道
が
走
る
東
中
洲
電
車
通

り
に
位
置
し
た
。
開
店
初
日
は
約
四
万
七
千
人
が
訪

れ
、
売
り
上
げ
は
五
万
三
千
円
を
記
録
し
た
。
関
東

大
震
災
以
降
は
百
貨
店
の
大
衆
化
が
叫
ば
れ
、
呉
服

な
ど
の
高
級
品
だ
け
で
な
く
、
一
般
向
け
商
品
の
販

売
も
進
ん
だ
。

　
昭
和
二
年
、
東
亜
勧
業
博
覧
会
の
開
催
に
あ
た

り
観
光
客
向
け
に
刊
行
さ
れ
た
『
福
岡
市
案
内
』

（
二
三
四
㌻
）
は
、
こ
の
一
帯
を
次
の
よ
う
に
紹
介

し
て
い
る
。殷い
ん
し
ん賑
を
極
め
る
様
子
が
伝
わ
る
だ
ろ
う
。

　
　
此
処
で
名
高
い
玉
屋
の
デ
パ
ー
ト
と
中
洲
京

　
　
極
の
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
、
九
州
日
報
社
直
営
の

　
　
国
産
商
品
館
は
道
を
挟
ん
で
百
貨
街
を
造
り
、品

　
　
質
の
精
良
と
嶄ざ
ん
し
ん新
と
に
顧
客
を
呼
ん
で
、
益
々

　
　
盛
況
を
見
せ
て
ゐ
る
。
中
洲
を
歩
る
い
た
者
は

　
　
序つ
い
でに

川
端
町
か
ら
新
道
の
小
間
物
店
を
覗
い

　
　
て
、
帰
途
、
掛
筋
（
昔
の
本
通
り
筋
）
に
廻
つ

　
　
て
み
る
が
よ
い
。
川
端
か
ら
新
道
や
掛
筋
の
間

　
　
は
明
る
い
町
の
連
続
で
、
小
間
物
化
粧
品
、
玩

　
　
具
の
類
か
ら
反
物
、
洋
品
雑
貨
な
ど
珍
ら
し
い

　
　
有
ら
ゆ
る
流
行
品
が
大
路
小
路
を
挟
ん
で
綺

　
　
麗
に
陳
列
さ
れ
、
道
行
く
人
の
心
を
唆そ
そ
ら
ず
に

　
　
は
置
か
な
い

　
百
貨
店
は
人
々
の
購
買
行
動
を
変
え
た
。
そ
れ
ま

で
の
日
常
は
、
専
門
的
な
品
ぞ
ろ
え
の
小
売
店
で
必

要
な
も
の
を
購
入
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
し
か
し
、
百

貨
店
を
訪
れ
る
と
多
種
類
の
商
品
が
一
店
舗
内
に

揃
っ
て
い
た
。そ
れ
ら
は
華
や
か
に
陳
列
さ
れ
、人
々

の
購
買
欲
を
喚
起
し
た
。
食
堂
や
遊
技
場
も
設
置
さ

れ
、
総
合
的
な
集
客
施
設
と
し
て
、
百
貨
店
は
そ
の

社
会
的
地
位
を
急
速
に
高
め
て
い
く
。
一
方
、
こ
れ

　
　

近
代
福
博
の
都
心

　
何
を
も
っ
て
都
心
と
呼
ぶ
か
。
そ
の
定
義
を
問
わ

れ
そ
う
だ
が
、
小
売
業
の
中
心
地
と
い
う
意
味
で
言

え
ば
、
近
代
福
博
（
福
岡
・
博
多
）
の
都
心
は
博
多

で
あ
っ
た
。
近
世
の
博
多
部
に
は
東
西
を
横
断
す
る

目
抜
き
通
り
が
あ
り
、
麹こ
う
じ
や
ば
ん

屋
番
︱
掛か
け
ま
ち町

︱
綱つ
な
ば
ま
ち

場
町
︱

中な
か
ま
ま
ち
間
町
︱
中な
か
い
し
ど
う
ま
ち

石
堂
町
︱
官か
ん
な
い内
町ま
ち
を
「
六
町
筋
」
と
呼

ん
だ
。
黒
田
家
の
菩
提
寺
・
崇そ
う
ふ
く
じ
福
寺
へ
通
じ
、
道
筋

に
商
家
が
軒
を
連
ね
、
近
世
来
、
集
客
力
と
繁
栄
を

誇
る
本
通
り
を
形
成
し
た
。
明
治
七
年
、
麹
屋
番
の

町
名
は
麹
屋
町
に
改
称
さ
れ
る
が
、
そ
の
麹
屋
町
︱

掛
町
︱
綱
場
町
あ
た
り
は「
掛か
け
す
じ筋
」と
呼
ば
れ
、ど
っ

し
り
と
構
え
た
商
売
ぶ
り
の
老
舗
大
店
が
並
ん
だ
。

　
明
治
三
十
年
代
に
お
い
て
掛
筋
で
営
業
税
・
所

得
税
の
高
い
店
舗
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
る
と
、

麹
屋
町
に
呉
服
太
物
商
の
岩
田
屋
（
中
牟
田
喜
兵

衛
）、
筆
墨
製
造
・
文
房
具
紙
販
売
の
復ふ
っ
こ
ど
う

古
堂
（
河

原
田
平
助
）、
綱
場
町
に
呉
服
反
物
商
の
袋
又
商
店

（
吉
田
又
吉
）、
中
間
町
に
質
屋
兼
古
物
商
の
斧よ
き
や屋

（
野
村
久
次
）、
中
石
堂
町
に
醬
油
醸
造
販
売
業
の

多た
ば
こ
や

葉
粉
屋
本
家
（
奥
村
次
吉
）
な
ど
が
あ
る
。

　
街
の
形
成
に
道
路
や
橋
梁
の
整
備
が
与
え
る
影

響
は
と
て
も
大
き
い
。
博
多
に
「
袖そ
で

の
湊み
な
と」

の
遺
跡

の
名
残
り
と
伝
え
ら
れ
る
溝（
大だ
い
す
い
ど
う

水
道
）が
あ
っ
た
。

明
治
十
三
年
、
片か
た

土ど

い居
か
ら
川か
わ
ば
た端
ま
で
の
溝
に
石

蓋
を
か
ぶ
せ
て
、
幅
一
間
半
足
ら
ず
（
約
二・六
㍍
）

の
舗
道
が
つ
く
ら
れ
た
。
寿
橋
に
続
く
た
め
寿
小
路

と
称
し
た
が
、
一
般
に
「
新し
ん
み
ち道

」
ま
た
「
寿
通
り
」

と
呼
ば
れ
た
。

　
大
正
期
に
は
女
性
用
品
、奢
侈
品
、美
術
品
、玩
具
、

装
飾
品
な
ど
を
取
り
扱
う
店
が
並
び
、
に
ぎ
や
か
さ

の
な
か
に
独
特
の
雰
囲
気
を
放
っ
て
い
た
と
い
う
。

大
物
買
い
の
掛
筋
と
は
対
照
的
に
、
軽
快
に
買
い
物

を
楽
し
む
博
多
の
名
所
と
な
る
。

　
さ
ら
に
、
路
面
電
車
の
開
通
は
人
々
の
流
れ
を
変

え
た
。
明
治
四
十
三
年
、
福
岡
県
を
二
度
目
の
会
場

と
し
て
第
一
三
回
九
州
沖
縄
八
県
連
合
共
進
会
が

開
催
さ
れ
た
。
会
場
用
地
と
し
て
那
珂
川
ま
で
伸
び

て
い
た
福
岡
城
の
外
堀
は
埋
め
立
て
ら
れ
、
共
進
会

に
あ
わ
せ
て
福
博
電
気
軌
道
（
貫
通
線
）
が
走
り
始

め
る
。
こ
れ
を
機
に
電
車
通
り
は
福
博
を
結
ぶ
新
た

な
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
（
現
在
の
明
治
通
り
）
と
な

る
。
人
々
の
流
れ
は
、
掛
筋
を
中
心
と
し
た
本
通
り

付
近
か
ら
中
洲
川
端
方
面
へ
と
展
開
し
て
い
く
。

　
　

百
貨
店
業
の
成
立

　
明
治
後
期
以
降
、
東
京
や
大
阪
な
ど
主
要
都
市
に

お
い
て
百
貨
店
が
成
立
す
る
。
昭
和
初
期
に
は
全
国

の
地
方
都
市
で
も
百
貨
店
の
開
業
が
相
次
ぐ
。
福
岡

市
内
で
の
百
貨
店
の
は
し
り
は
、
大
正
九
年
三
月
、

東
中
洲
町
に
設
立
さ
れ
た
松
葉
屋
呉
服
店
が
挙
げ

ら
れ
る
。

　
同
店
は
東
中
洲
町
で
松
居
織
工
場
（
博
多
織
物
製

造
兼
販
売
業
）
を
営
む
松
居
家
の
経
営
に
よ
る
も
の

で
、
呉
服
の
ほ
か
和
洋
雑
貨
・
化
粧
品
な
ど
を
取
り

扱
っ
た
。
三
越
が
呉
服
店
か
ら
百
貨
店
化
し
た
よ
う

に
、
そ
れ
に
な
ら
う
心
算
で
四
階
建
て
洋
館
と
し
、

百
貨
店
に
発
展
さ
せ
る
構
え
だ
っ
た
。
少
女
歌
劇
や

音
楽
会
な
ど
の
集
客
策
を
取
り
入
れ
、
食
堂
や
通
信

販
売
部
も
置
い
た
。
し
か
し
、
大
正
十
二
年
一
月

十
七
日
の
東
中
洲
大
火
で
全
焼
し
た
。

　
陳
列
販
売
、広
い
売
り
場
面
積
、多
種
類
の
商
品
、

部
門
別
管
理
な
ど
を
備
え
る
百
貨
店
の
登
場
は
、
大

正
十
四
年
十
月
四
日
に
開
業
し
た
玉
屋
呉
服
店
で

あ
っ
た
。
前
身
は
肥
前
国
（
佐
賀
県
）
牛
津
に
田
中

丸
善
吉
に
よ
っ
て
興
さ
れ
た
荒
物
商
の
田
中
丸
商

店
で
あ
る
。
明
治
以
降
、
家
督
を
譲
り
受
け
た
初
代

善
蔵
は
呉
服
類
や
小
間
物
を
取
り
扱
い
始
め
る
。
そ

の
後
、
佐
世
保
海
軍
へ
の
食
料
品
や
日
用
雑
貨
品
供
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昭
和
十
一
年
十
月
、
中
牟
田
喜
兵
衛
の
岩
田
屋
が
天

神
町
に
オ
ー
プ
ン
す
る
。
開
店
の
挨
拶
は
「
福
岡
市

の
中
心
街
天
神
町
の
十
字
路
に
久
留
米
行
急
行
電

車
の
起
点
を
取
入
れ
た
所い
わ
ゆ
る謂
タ
ー
ミ
ナ
ル
デ
パ
ー

ト
」、そ
し
て「
郷
土
福
岡
が
生
ん
だ
唯
一
の
百
貨
店
」

で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
（
同
前S11/10/3

）。

　
岩
田
屋
が
開
店
記
念
に
錦
き
ん
し
ゅ
う繍

名
裳
展
、
秋
の
競

彩
会
、
九
州
初
の
西
陣
織
物
大
会
な
ど
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
と
、
松
屋
は
「
天
下
無
双
の
肉
弾
廉
価
」（
同

S11/10/7

）、「
く
に
乱
れ
て
忠
臣
出
て　
業
界
乱
れ

て
真
価
を
発
揮　
愈い
よ
いよ
松
屋
の
活
躍
舞
台　
買
物

人
気
は
松
屋
が
独
占
」（
同
前S11/10/9

）
な
ど
セ

ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
広
告
で
対
抗
し
た
。
松
屋
の
名

文
句
「
お
見
物
は
岩
田
屋
で
、
お
買
物
は
松
屋
で
」

な
ど
も
登
場
し
話
題
と
な
っ
た
。

　
岩
田
屋
が
福
助
足
袋
を
一
足
五
銭
で
売
り
出
せ

ば
、
松
屋
は
二
銭
で
売
り
出
し
、
岩
田
屋
は
再
び
値

下
げ
す
る
。
営
業
時
間
も
ラ
イ
バ
ル
店
よ
り
長
く
、

長
く
。
こ
こ
に
玉
屋
が
参
戦
し
て
、
福
博
は
全
国
有

数
の
百
貨
店
激
戦
区
と
な
る
。

　
百
貨
店
問
題
は
中
小
商
業
者
を
さ
ら
な
る
窮
地

に
追
い
込
み
、
全
国
的
な
反
百
貨
店
運
動
は
昭
和

十
二
年
百
貨
店
法
の
制
定
へ
繋
が
る
。
し
か
し
、
法

の
存
否
に
関
わ
ら
ず
商
戦
は
終
え
る
。
日
本
は
大
戦

の
時
代
へ
、
生
産
と
消
費
は
統
制
の
時
代
へ
突
入
す

る
。

　
　

復
興
と
動
く
都
心

　
昭
和
二
十
年
六
月
十
九
日
、
福
岡
大
空
襲
に
よ
り

福
博
は
一
面
焼
け
野
原
と
な
る
。
博
多
、
中
洲
川
端

方
面
の
商
店
街
は
ほ
ぼ
全
滅
し
た
。
焼
け
野
原
か
ら

の
復
興
は
、
被
災
を
免
れ
た
天
神
町
の
岩
田
屋
の
建

物
を
中
心
に
商
店
街
の
形
成
か
ら
始
ま
る
。百
貨
店
、

地
場
企
業
、
博
多
で
店
舗
を
焼
失
し
た
商
人
、
戦
災

者
、
引
揚
者
、
そ
し
て
行
政
が
一
体
と
な
り
「
新
天

町
商
店
街
」（
昭
和
二
十
一
年
）、「
因
幡
町
商
店
街
」

（
同
二
十
二
年
）、「
西
鉄
街
」（
同
二
十
四
年
）
な
ど

を
形
成
し
た
。
東
中
洲
の
玉
屋
も
下
新
川
端
商
店
街

な
ど
復
興
す
る
商
店
街
の
中
核
と
な
る
。
こ
こ
に
戦

前
の
百
貨
店
と
中
小
商
業
者
の
対
立
構
図
は
な
い
。

都
心
再
興
へ
一
致
協
力
す
る
想
い
と
行
動
が
戦
後

復
興
の
原
動
力
と
な
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
博
多
方
面
の
本
格
的
な
復
興
は
や

や
ず
れ
こ
み
、
昭
和
三
十
三
年
「
博
多
駅
地
区
土
地

区
画
整
理
」
事
業
か
ら
進
展
す
る
。
昭
和
四
十
二
年

に
は
「
博
多
駅
周
辺
高
層
建
築
物
設
置
条
例
」
の
制

定
に
よ
り
博
多
駅
前
に
大
型
ビ
ル
の
建
設
が
相
次

ぐ
。
関
東
・
関
西
方
面
に
本
店
を
置
く
会
社
の
支
店

進
出
が
加
速
さ
れ
、
博
多
駅
周
辺
は
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
街
と
し
て
復
興
し
て
い
く
。
そ
の
反
面
、
博
多
で

そ
れ
ぞ
れ
に
由
来
あ
る
名
称
を
も
っ
た
一
三
〇
近

い
旧
町
は
、
昭
和
四
十
一
年
の
「
町
界
町
名
整
理
事

業
」
に
よ
っ
て
整
理
統
合
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
都
心
は
動
く
。
こ
の
過
程
を
通
じ
近
代
と
現
代
の

福
博
は
そ
の
主
た
る
都
心
の
性
格
を
逆
転
さ
せ
る
。

福
岡
方
面
は
西
鉄
福
岡
（
天
神
）
を
中
心
に
小
売
業

の
拠
点
、
博
多
方
面
は
博
多
駅
を
中
心
に
ビ
ジ
ネ
ス

の
拠
点
へ
と
重
点
を
移
す
。
そ
し
て
今
、「
天
神
ビ
ッ

グ
バ
ン
」
と
「
博
多
コ
ネ
ク
テ
ィ
ッ
ド
」
に
よ
る
再

開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
あ
、
新
時
代
の
福
博

は
ど
の
よ
う
な
顔
を
見
せ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。
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九
七
四
年

・
福
岡
市
役
所
編
『
福
岡
市
史 

第
一
巻 

明
治
編
』

福
岡
市
役
所
、
一
九
五
九
年

・『
福
岡
日
日
新
聞
』『
九
州
日
報
』『
官
報
』

　
く
さ
の
　
ま
さ
き
・
九
州
産
業
大
学　
准
教
授

に
危
機
感
を
抱
き
始
め
た
中
小
商
業
者
た
ち
は
商

業
集
積
で
対
抗
し
、
中
洲
川
端
方
面
は
近
代
福
博
随

一
の
商
業
地
と
し
て
活
況
を
呈
す
る
。

　
　

異
彩
を
放
つ
松
屋

　
商
業
の
中
心
地
た
る
博
多
方
面
に
対
し
、
近
代
の

福
岡
方
面
は
官
庁
街
・
ビ
ジ
ネ
ス
街
・
文
教
地
区
と

し
て
整
備
が
進
ん
だ
。
そ
の
福
岡
方
面
に
百
貨
店
経

営
の
先せ
ん
べ
ん鞭
を
つ
け
た
の
は
宮
村
吉
蔵
だ
っ
た
。
宮
村

は
滋
賀
県
に
生
ま
れ
、
十
二
歳
の
こ
ろ
、
既
述
の
松

居
織
工
場
の
京
都
支
店
に
丁
稚
奉
公
し
、
そ
の
後
、

博
多
の
本
店
に
転
じ
て
修
業
を
重
ね
た
。
そ
も
そ
も

松
居
家
は
近
江
の
出
で
あ
り
、
同
郷
の
縁
に
よ
る
。

　
明
治
四
十
四
年
、
宮
村
は
慰
労
金
を
元
手
に
独
立

し
、
福
岡
橋
口
町
に
小
さ
な
モ
ス
リ
ン
店
を
開
く
。

福
岡
橋
口
町
へ
の
出
店
に
は
商
売
に
向
か
な
い
立

地
で
あ
る
か
ら
思
い
留
ま
る
よ
う
忠
告
す
る
者
も

い
た
。
し
か
し
、
宮
村
は
、
む
し
ろ
そ
の
よ
う
な
立

地
に
こ
そ
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
見
出
す
。

大
正
二
年
十
一
月
、
呉
服
太
物
雑
貨
商
と
し
て
「
松

屋
呉
服
店
」
に
改
め
、
同
八
年
十
月
「
合
名
会
社
松

屋
呉
服
店
」へ
発
展
さ
せ
る
。
経
営
は
軌
道
に
乗
り
、

合
名
会
社
化
当
初
の
資
本
金
三
万
円
だ
っ
た
も
の

は
四
〇
万
円
、
の
ち
株
式
会
社
と
な
り
百
万
円
ま
で

増
資
さ
れ
た
。

　
こ
の
成
長
を
支
え
た
要
因
は
、「
松
屋
式
」
と
称

さ
れ
た
異
彩
を
放
つ
経
営
に
あ
っ
た
。「
戊ぼ
し
ん申

詔し
ょ
う
し
ょ書

ヲ
奉
戴
シ
…
」の
名
文
句
で
始
ま
る「
松
屋
の
憲
法
」

は
広
く
知
ら
れ
た
。「
贅
沢
品
ヲ
斥
ケ
実
用
呉
服
ヲ

販
売
」「
利
益
ハ
薄
ク
シ
テ
平
均
ニ
」「
親
子
兄
弟
親

族
朋
友
ノ
間
柄
ト
雖い
え
どモ

値
引
ト
貸
売
ハ
断
然
不
仕

候
」
な
ど
と
、
近
江
商
人
の
精
神
を
引
き
継
ぐ
よ
う

に
モ
ッ
ト
ー
を
掲
げ
た
（
の
ち
店
訓
が
加
わ
り
、
松

屋
の
憲
法
の
文
言
は
多
少
変
わ
る
）。

　
数
年
間
隔
で
増
改
築
を
繰
り
返
し
、
店
舗
を
大
規

模
化
さ
せ
て
い
く
手
法
も
ユ
ニ
ー
ク
だ
っ
た
。
昭
和

四
年
十
月
、
三
階
建
て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ビ
ル
へ

改
築
し
、
取
り
扱
う
商
品
を
化
粧
品
、
子
供
用
品
、

家
庭
用
品
、
履
物
、
文
具
、
傘
な
ど
増
大
さ
せ
た
。

さ
ら
に
昭
和
七
年
か
ら
八
年
に
か
け
て
大
増
築
を

行
い
、
三
千
坪
近
く
の
店
舗
と
な
る
。
館
内
に
は
西

日
本
で
初
め
て
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
導
入
し
、
屋
上

に
は
二
万
円
を
投
じ
て
航
空
灯
台
を
建
設
し
た
。
光

度
四
百
万
燭
光
の
灯
り
は
、
遠
く
大
刀
洗
方
面
に
及

び
、
夜
間
飛
行
を
助
け
る
と
と
も
に
、
日
中
に
は
福

博
を
一
望
で
き
る
新
た
な
名
所
と
も
な
っ
た
。

　
　

百
貨
店
激
戦
区
へ

　
松
屋
は
「
良
品
廉
価
と
薄
利
多
売
」
に
徹
し
た
経

営
を
展
開
し
、
福
博
の
小
売
業
界
に
旋
風
を
巻
き

起
こ
す
。
イ
ン
パ
ク
ト
の
強
い
松
屋
式
広
告
で
消

費
者
心
理
を
揺
さ
ぶ
る
。
衆
目
を
ひ
く
た
め
、
大

売
出
し
の
呼
び
物
と
し
て
店
舗
正
面
に
一
丈
八
尺

の
大
提
灯
を
下
げ
た
り
も
し
た
（『
福
岡
日
日
新
聞
』

S10/6/27

）。
顧
客
は
福
岡
市
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、

糸
島
、
早
良
、
筑
紫
、
糟
屋
な
ど
周
辺
地
域
か
ら
の

人
気
を
得
て
、
多
く
の
来
客
が
あ
っ
た
。
あ
ま
り
の

混
雑
ぶ
り
に
警
察
官
が
来
客
の
入
場
停
止
を
命
じ

た
こ
と
も
あ
っ
た
。
店
頭
入
口
に
は
「
毎
度
あ
り
が

と
う
存
じ
ま
す
」と
頭
を
垂
れ
る
宮
村
の
姿
が
あ
り
、

「
松
屋
の
爺
さ
ん
」
と
親
し
ま
れ
た
。

　
い
よ
い
よ
、
百
貨
店
商
戦
は
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。

空の灯台輝く松屋百貨店の夜景（昭和 10 年頃）

（「歓迎 !福岡市観光案内 福岡名所 松屋百貨店」より）
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